稲わら・乾草

　　家畜伝染病予防法第３６条第１項ただし書きに基づく病原体等の輸入許可手続き実施要領（平成２１年２月２１日付け２０動検第１０６７号の別添）の２の（３）のアの（オ）～（コ）について説明した書類
　実験室：○○○
　１　　　管理区域の設定   　　                                       　 有 ・ 無
　
　２　　　①　保管庫の位置
　　　　　　ⅰ）実験室の内部への設置                  　　            　 有 ・ 無
　　　　　　ⅱ）実験室の外部への設置（出入口に施錠その他の通行制限の  　 有 ・ 無
措置が講じられている管理区域内部にある保管室への設置）
（保管室名：　○○○　）
　　　　　②　保管方法

　　　　　　
　３－(1)  実験室内部（壁、床など）の表面が消毒の容易な構造　　          有 ・ 無
　３－(2)　①　実験室内に手指の手洗い消毒ができるよう消毒・手洗い設備　　有 ・ 無
を設けていること       　　           
           ②　同等以上の効果の措置を講じていること  　　                有 ・ 無
            　措置の内容：例：実験室内では手袋を装着し、退室時にはずす
手指に噴霧する消毒器を設置
　３－(3)　実験室への鍵その他の閉鎖のための設備又は器具    　　          有 ・ 無
４　　　動物に対する稲わら等の使用の有無                               有 ・ 無
（使用方法：　○○○　）（対象動物：　○○○　）
　５　　　滅菌等設備の管理場所内への設置　　　                             有 ・ 無
 （記載時の注意事項）
　　必要に応じ、説明を補足するための資料（図など）を添付する。
　
６　病原体等取扱時の防疫措置
・実験室内で着用する専用の衣服及び履き物について
　　
・実験室内で着用する専用の衣服及び履き物の着脱場所について
・実験室及び保管場所の入室制限及び「関係者以外の立入を禁止する旨」の標識について
・保管場所又は滅菌施設と実験室間の病原体等の移動方法について
（保管場所又は滅菌施設と実験室の場所が異なっている場合）
　　
７　稲わら等を取り扱った場所・機器等の消毒方法

８　使用後の稲わら等、稲わら等に使用した機器等の滅菌及び廃棄方法


